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経緯儀で出映る測微観測（1）

稻　葉　　通　義

　星塞の美を味ふには肉眼でもよいが，望遠鏡を用ふると，叉た違った星の美

しさを嚇しむ事が出血る．色取りどりの星，配置の妙を極めた星團など，一ツ

ーー cを小望遠鏡の藤野に追ふのは愉快の限りである．併し小型望遠鏡で有効な

天騰観測をするとなると，そう簡箪にはゆかない．殊に赤道儀式据付けでなけ

れば藁蓑ない事が多く，たとへ出來ても勢力が倍以土必要なのが普通である・

然るに，彗星や小遊星などの精密な位置を測定する測微器で経緯儀式据付けで

も立派に使用出送るものがある．それはリング・マイクロ刈タ（環測湯器）と

呼ばれるもので，構造も誠に簡軍，從って星の美を回しむ序に，一寸彗星の位

置でも測らうかと言った手輕るさで，立派な観測が出來るわけである．しかも

その精度は，普通の運韓時計付赤道儀のカメラに依る爲眞槻測などよりも，む

しろよV、結果が得られる．以下之のリング・マイクロメ1タの構造や使用法を

御紹介しよう．

　構造は甚だ簡軍で軍に環状の金瘡板を第1圃の様に，中央に穴のある光影ガ

ラスに貼付すればよい．只之の金屡板の内側（出癖

れば外側も）を正しい圓にしなければならぬ．これ

を接眼並に出物レンズの焦鮎に装置すればよい丈け・

である．こんな簡箪な測微器は物理學者などは想像

も出來ないもので，天文のみに與へられた領域（？）

であり，之の測微官の構造の中には地球の自蒋とい

ふ精密時計仕掛が取り入れられてみるわけである．
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　扱て観測に當っては環の孚樫（r♪が知れて居ら祖ばならぬ．そこで準備訓義

として，先づ之の北画の測定法を蓮べよう．

　先づ環測微器を接眼鏡の焦黒占に固定し，之れで星に焦窯を合せば環は封物レ

ンズの焦黒占に入る．こうしておV・て，相互に近く並んでみる2星が，丁度環を

横切る様に望遠鏡を，その少し西側に向けて固定する．そして2星が，環から

現はれる時刻及び隠れる時刻をクロノメ1タで讃み取る．即ち圖示すると，第
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2圏に於いて，圓は環の内側を示し，弦CD

は一・っの星（位置をα，δとす）の通る路

で，Cに現はれた時刻をtl，　Dにi懸れた

時刻をt2とする．同様に，　C／D！は他の星

（α「，δりの経路で，Cノ，　Dノに於ける時刻を

夫々ttユ，晦とする．環の中心0より爾弦

へ垂線MMノを引く．

今，　　　OC－r　　　OC’＝r
　　　　∠C（）1　・1＝一γ　　　　　 ∠Cio．JNtlt＝γ’　　　　　　　　　　　　第　　2　　瞳i

とすると，　　　　CM＝r　sinγ’　CIM’篇r　sin〆

　　　　　　　　　　OM＝r　cos　r　OMr＝r　cos　Tt

となる．そこで，　MML　r（cosγノ十cosγ）＝．2r　cos÷（〆十γ）cos÷（γLγ）

　　　　　　　CtAt｛t十CM＝r（sin　Tt十sin　T）　＝＝2r　sin十．　（rr十r）cos－！，一（rt－r）

　　　　　　　CtAMt一一CtlNtl　＝＝r（sin　T’一sin　r）　＝一＝2r　cos一；，一（Tr＋T）sin“，　（7t－r）

と書き換へることが出來る．然るに今観測をした2星の位置が分ってるるのだ

から，次の事が籔量的に知られる．

　　　MMLδノー一　6　　CM＝号（t2－t1）cosδ　　C’ML半（t／2　一　t／1）cosδノ

之れ等と前の3式とから

　　　tank2　rt＋・）一α器M一一㎞多怠業（t2『t’）cos　“……・（・）

　　　t・n÷（rt－r）一α稀M一称（！2，！．1　！22Egfi”i2　tl）cos　61－i’（t2　tDcos　6．，．．．．，．，（2）

　　　　　　　　　　　　　MMノ　　　　　　　　　　δノーδ
　　　　　　　’”＝’2’tes－IYLr’＋？’）cos一｝一（7・t－rM）＝2E5．gll；（5J7111－FiEIIgJls－L（Tt＋r）cos－S一（rt－r）””（3）

　式で表はすと甚だ面倒の様であるが，實際の計算はそれ程ではない．後で例

を示そう．術ほ更に嚴密に言へば，補正事項として大氣の屈折及び維路の曲率

（CDやC／Dノが眞の直線でない）を考へに入れねばならぬが，子午線近くで翻

測すれば赤経の大氣の屈折は考へなくてよく，且つ赤道に近い星を撰べば曲率

の補正も不用となる．只子午線附近の赤緯の大氣の屈折を補正しようと思へば

次の表で十分である・表中Zは天頂距離である．星の赤緯差から大氣の屈折
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の量を引けば見掛けの赤緯差が得られる．

次に，使用するクロノメ1タが恒星時であれば問題はなV・が，二二太陽時で

あるならば，t2－t1及び亀一tiなる時聞は恒星時間に換算しなければならぬ・

　　　　　　　　　　　　大氣の屈折の表
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　實際の計算を例に依って示す方が判り易いので，手均太陽時のクロノメ1タ

を用みて環の孚径rを測定する計算例を示す・

　先づ撰んだ星の赤緯と観測せる時刻を夫々

　　　δ　＝3025t13．”3　　　　　t1．＝22h26m14V5　　　　　駈＝＝22h33m28v5

　　　6t＝＝3　43　38．　1　t，＝22　28　36．0　ti，）　一＝　22　36　17．5

とするとδノーδ＝18／24・”8．大氣屈折補正として天頂距離31・05，赤緯差18ノ籐り

であるからO．「s4を引けばよV・から，求むるδ’　一δ　・＝　18’24・iC4　・．　1　104．tf4・

　　　ti．・．，一t／1　：2m49V　O　t，，一tl　：＝：2m21f　5

之等は平均太陽時聞であるから恒星時聞になほすと，

　　　t色一tii＝21u49V　5二169サ5　　　　　亡2－t1＝2m21學9＝＝141v9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく〉

正　誤．3月號第156頁，流星課だより（79）の槻測表巾，堀ロ泰生氏とあるの

は堀田泰生氏の誤り．


